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委員会報告

議
第
75
号　

工
事
請
負
変
更
契
約

の
締
結
に
つ
き
議
決
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
（
安
曇
川
中
学
校
長
寿

命
化
改
良
建
築
工
事
（
Ⅰ
期
工
事
））

令
和
7
年
6
月
2
日
に
議
決
を
経
て
契

約
を
締
結
し
た
安
曇
川
中
学
校
長
寿
命
化

改
良
建
築
工
事（
Ⅰ
期
工
事
）に
つ
い
て
、

工
事
内
容
の
変
更
に
よ
り
契
約
金
額
に
変

更
が
生
じ
た
た
め
、
地
方
自
治
法
第
96
条

第
1
項
第
5
号
お
よ
び
高
島
市
議
会
の
議

決
に
付
す
べ
き
契
約
お
よ
び
財
産
の
取
得

ま
た
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
2
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
議
決
を
求
め
る
も
の
。

採
決
の
結
果

「
賛
成
多
数
」
で
「
可
決
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
ま
し
た
。

附
帯
決
議

議
第
75
号
に
つ
い
て
は
、
変
更
契
約
に

お
い
て
、
所
定
の
手
続
き
を
怠
り
、
議
決

を
得
な
い
ま
ま
追
加
工
事
等
を
施
工
・
完

了
さ
せ
、
事
後
に
議
案
を
上
程
す
る
に

至
っ
た
こ
と
か
ら
、
法
令
遵
守
の
徹
底

な
ど
を
求
め
る
附
帯
決
議
案
が
提
出
さ

れ
、「
賛
成
多
数
」
で
附
帯
決
議
を
付
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

※�

附
帯
決
議
と
は
…
議
会
の
議
決
に
当

た
っ
て
付
け
加
え
ら
れ
る
議
会
と
し
て

の
意
見
ま
た
は
要
望
な
ど
、
議
会
の
意

思
を
表
す
も
の
。

議
第
84
号　

公
の
施
設
の
使
用
料

の
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

等
に
関
す
る
条
例
案

公
共
施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て
、
今
年

度
見
直
し
の
対
象
で
あ
る
体
育
施
設
等
を

検
証
し
た
結
果
、
昨
今
の
物
価
上
昇
等
の

影
響
で
施
設
の
維
持
管
理
経
費
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
使
用
料
の
見
直

し
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
関
係
す
る
12
条

例
に
つ
い
て
改
正
を
行
う
も
の
。

採
決
の
結
果

「
賛
成
多
数
」
で
「
可
決
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
ま
し
た
。

請
願
第
4
号　
「
日
本
政
府
に
核
兵
器

禁
止
条
約
の
参
加
・
署
名
・
批
准
を
求

め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願

核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
核
兵
器
に
関
わ

る
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
禁
止
し
、
被
爆
者
や

核
実
験
被
害
者
へ
の
援
助
を
行
う
責
任
が

明
記
さ
れ
て
お
り
、
令
和
7
年
9
月
時
点

で
95
カ
国
が
署
名
し
、
74
カ
国
が
批
准
し

て
い
る
。

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
強
く
望
む
国
内

外
の
広
範
な
世
論
に
応
え
る
た
め
、
核
兵

器
の
非
人
間
性
を
知
る
唯
一
の
戦
争
被
爆

国
と
し
て
、
日
本
政
府
が
核
兵
器
禁
止

条
約
に
参
加
・
署
名
・
批
准
す
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書
を
、
平
和
都
市
宣
言
を
し

て
い
る
高
島
市
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
を

求
め
る
も
の
。

採
決
の
結
果

「
賛
成
者
な
し
」
で
「
不
採
択
と
す
べ

き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

総 務
常任委員会
委員長 森脇 徹

本会議での討論
議
第
75
号　
工
事
請
負
変
更
契
約

の
締
結
に
つ
き
議
決
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
（
安
曇
川
中
学
校
長
寿
命

化
改
良
建
築
工
事
（
Ⅰ
期
工
事
））

反
対

澤
本 

長
俊 

議
員

本
案
に
か
か
る
工
事
内
容
等
に
対
す

る
疑
義
が
あ
り
反
対
す
る
も
の
で
は
な

く
、
極
め
て
重
大
な
組
織
の
瑕
疵
問
題
で

あ
り
、
こ
れ
ほ
ど
の
重
大
事
案
を
議
会
と

し
て
可
決
す
れ
ば
、
法
令
に
反
す
る
こ
と

や
、
手
続
き
の
瑕
疵
を
治
癒
さ
せ
、
不
問

に
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
反
対
で
あ
る
。

議
第
84
号　
公
の
施
設
の
使
用
料

の
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

等
に
関
す
る
条
例
案

反
対

福
井 

節
子 

議
員

減
免
制
度
も
あ
る
が
、
ジ
ム
・
プ
ー

ル
利
用
者
が
主
に
料
金
引
き
上
げ
に
な

る
。
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
健

康
保
持
に
通
う
高
齢
利
用
者
の
減
少
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。
物
価
高
騰

に
苦
し
む
市
民
に
寄
り
添
う
方
策
と
、

負
担
の
在
り
方
を
検
討
す
べ
き
。

反
対

吉
里 

浩
恵 

議
員

国
の
経
済
政
策
の
効
果
や
景
気
動

向
、
賃
金
の
実
態
が
、
市
民
の
暮
ら
し

に
ど
の
程
度
反
映
さ
れ
る
の
か
を
確
認

す
る
た
め
、
少
な
く
と
も
1
年
間
は
使

用
料
を
据
え
置
き
、
様
子
を
見
る
期
間

を
設
け
る
こ
と
は
、
極
め
て
現
実
的
で

責
任
あ
る
判
断
だ
と
考
え
る
。

請
願
第
4
号　
「
日
本
政
府
に
核
兵

器
禁
止
条
約
の
参
加
・
署
名
・
批

准
を
求
め
る
意
見
書
」の
提
出
を
求

め
る
請
願

賛
成
賛
成

松
木 

純
子 

議
員

現
在
、
日
本
は
こ
の
条
約
に
対
し
慎

重
な
立
場
を
と
っ
て
い
る
が
、
た
と
え

国
の
動
き
が
変
わ
っ
て
も
、
平
和
を
願

い
続
け
る
こ
と
が
結
果
と
し
て
世
界
の

戦
争
を
防
ぐ
一
助
と
な
る
。
地
方
議
会

は
市
民
の
声
を
国
に
届
け
る
使
命
を
持

ち
、
平
和
を
願
う
気
持
ち
を
し
っ
か
り

と
伝
え
る
責
任
が
あ
る
。

反
対

吉
里 

浩
恵 

議
員

高
島
市
議
会
は
、
市
民
生
活
に
最
も

近
い
課
題
に
向
き
合
う
場
で
あ
り
、
国

の
外
交
・
安
全
保
障
政
策
の
是
非
に
つ

い
て
、
一
つ
の
方
向
性
の
み
を
国
に
求

め
る
こ
と
が
、
市
民
の
安
心
に
つ
な
が

る
の
か
ど
う
か
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る

必
要
が
あ
る
。

賛
成
賛
成

福
井 

節
子 

議
員

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
被
団
協
が
受

賞
し
、
日
本
政
府
に
批
准
を
求
め
る

世
論
は
大
き
く
高
ま
っ
て
い
る
。
唯

一
の
戦
争
被
爆
国
日
本
こ
そ
条
約
に

参
加
し
、
平
和
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る

べ
き
。「
核
兵
器
を
廃
絶
し 

恒
久
平

和
を
希
う
都
市
宣
言
」
の
高
島
か
ら
、

声
を
上
げ
よ
う
。

2高島市議会だより 2026. 第102号



委員会報告

議
第
85
号　
高
島
市
特
定
教
育
・

保
育
施
設
お
よ
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案

児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
お
よ
び
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る

内
閣
府
令
の
施
行
に
伴
い
、
地
域
に
お
け

る
保
育
人
材
確
保
の
た
め
の
地
域
限
定
保

育
士
制
度
の
創
設
、
な
ら
び
に
保
育
所
等

の
職
員
に
よ
る
虐
待
に
関
す
る
通
報
義
務

な
ど
の
虐
待
対
応
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
関
係
す
る
3
条
例
に
つ
い
て

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

採
決
の
結
果

「
賛
成
全
員
」
で
「
可
決
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、
付
託
さ
れ
た
2
議
案
に
つ
い

て
も
、「
賛
成
全
員
」
で
「
可
決
す
べ
き

も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

請
願
第
5
号　
国
に
対
し
、「
刑
事

訴
訟
法
の
再
審
規
定（
再
審
法
）の
改

正
を
求
め
る
意
見
書
」の
提
出
を
求

め
る
請
願
書

冤
罪
事
件
は
多
数
あ
り
、
再
審
無
罪
を

勝
ち
取
る
に
は
何
十
年
も
年
月
が
か
か

り
、
当
事
者
・
家
族
に
は
想
像
を
絶
す
る

困
難
を
伴
う
た
め
、
諦
め
る
方
も
い
る
。

現
在
、
再
審
制
度
は
刑
事
訴
訟
法
に
規

定
が
あ
る
が
、条
文
数
は
19
カ
条
の
み
で
、

極
め
て
大
雑
把
な
規
定
の
た
め
、
個
々
の

再
審
裁
判
で
は
裁
判
所
の
解
釈
、
運
用
に

す
べ
て
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
再

審
格
差
」
が
起
こ
っ
て
い
る
の
が
実
態
で

あ
る
。

そ
こ
で
、
無む

辜こ

の
者
を
誤
っ
た
裁
判
か

ら
迅
速
に
救
済
す
る
た
め
に
、「
再
審
法

（
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定
）」
の
改
正
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の
。

採
決
の
結
果

「
全
員
賛
成
」で「
採
択
と
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、
付
託
さ
れ
た
5
議
案
に
つ
い

て
は
、「
賛
成
全
員
」
で
「
可
決
す
べ
き

も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

〇
公
立
保
育
園
等
施
設
維
持
補
修
事
業

令
和
8
年
度
か
ら
の
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
（
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
）
実
施

に
か
か
る
保
育
備
品
・
教
材
費
等
を
購
入

し
ま
す
。

〇
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

新
ご
み
処
理
施
設
整
備
に
か
か
る
造
成

工
事
費
用
（
粗
造
成
、防
災
調
整
池
整
備
、

排
水
構
造
物
整
備
等
）
を
計
上
し
ま
す
。 

〇
人
事
業
務
一
般
事
業

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
の
創
設

に
か
か
る
経
費
を
計
上
し
ま
す
。

〇
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業

給
食
材
料
費
の
価
格
高
騰
に
伴
う
賄
材

料
費
の
増
加
に
伴
い
必
要
な
経
費
を
計
上

し
ま
す
。

〇
農
業
振
興
施
設
維
持
管
理
事
業

高
島
市
農
林
水
産
物
処
理
加
工
施
設
の

利
用
に
伴
う
準
備
に
か
か
る
費
用
を
計
上

し
ま
す
。

〇
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
支
給
事
業

国
の
「
強
い
経
済
」
を
実
現
す
る
総
合

経
済
対
策
の
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手

当
（
こ
ど
も
一
人
当
た
り
2
万
円
）
を
支

給
し
ま
す
。

採
決
の
結
果

付
託
さ
れ
た
12
議
案
は
、い
ず
れ
も「
可

決
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

本会議での討論

議
第
92
号　
高
島
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
6
号
）
案

反
対

森
脇　
徹 

議
員

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
の
造
成

費
関
連
で
、5
億
3
千
万
円
計
上
。

本
議
案
上
程
ま
で
に
住
民
合
意
が

必
須
だ
が
、
工
事
車
両
搬
入
も

区
民
合
意
ど
こ
ろ
で
な
い
状
況
。

3
0
3
億
円
着
手
は
、
23
年
間

毎
年
8
億
以
上
の
固
定
費
負
担
で

暮
ら
し
の
市
財
政
を
圧
迫
す
る
。

補
正
予
算
の
主
な
事
業
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委員会報告

議
第
89
号　
高
島
市
下
水
道
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

令
和
6
年
1
月
発
生
の
能
登
半
島
地

震
に
お
い
て
、
多
く
の
家
屋
で
排
水
設

備
等
が
破
損
し
た
こ
と
や
、
指
定
工
事

店
自
身
も
被
災
し
た
こ
と
に
よ
り
、
排

水
設
備
等
の
復
旧
が
遅
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
災
害
そ
の
他

非
常
の
場
合
に
お
い
て
、
他
の
市
町
村

長
等
の
指
定
を
受
け
た
者
が
排
水
設
備

の
工
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

採
決
の
結
果

「
賛
成
全
員
」で「
可
決
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、
付
託
さ
れ
た
8
議
案
に

つ
い
て
も
、「
賛
成
全
員
」
で
「
可
決

す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
ま

し
た
。

10月15日は愛知県豊橋市において、「豊橋市バイオ
マス資源利活用施設整備・運営事業について」をテーマ
に行政視察調査を行いました。
豊橋市バイオマス利活用センターでは、下水汚泥、し
尿や浄化槽汚泥に加え、生ごみを資源として回収し、こ
れらバイオマスを活用したメタンガス生成による発電と
炭化燃料への加工を行っておられます。この事業のメリッ
トである「温室ガスの削減効果」や「年間約6億円と試
算されている汚泥・生ごみの処理費用の削減効果」を
市民に丁寧に説明し、協力を求めてこられた結果、再
生エネルギーやごみ減量に対する市民の関心も高まり、
スムーズにこの事業が運営できているということでした。
高島市では県の下水処理施設で汚泥の肥料化にも取り
組んでいることから、市単独ではなく、広域的な視点で
県や近隣自治体と連携した取組みを研究する価値はある
ように思いました。
16日は岐阜県恵那市において、「発酵のまちづくりに
ついて」をテーマに行政視察調査を行いました。

恵那市では、「発酵の学校」という発酵食品ソムリエ
を育成する事業を継続して実施されており、このソムリ
エの方々が中心となり、学校や地域における発酵文化
の普及啓発活動、伝承活動、イベントにおける発酵文
化の魅力発信にも取り組んでおられるところです。
高島市も、恵那市など発酵をまちづくりのテーマに取

り組まれている自治体と交流することで、新たな事業展
開や地域間交流なども期待できるのではないかと感じた
ところです。両市の取り組みを参考にし、当委員会とし
て市の政策に活かしていけるよう調査・研究していきた
いと考えます。

愛知県豊橋市視察 岐阜県恵那市視察

産業建設常任委員会 行政視察報告産業建設常任委員会 行政視察報告10/15・16

10月16日は岡山県真庭市において、「公立図書館の
取組みについて」をテーマに行政視察調査を行いました。
真庭市では、図書館を「知と自治の拠点」と位置づ
け、様々な図書館施策が行われています。公立図書館
と学校図書館のネットワーク化や、市民、高校生、司書、
行政職員などが対話を重ね、運営方針や新しいサービ
スを共に考える仕組みを確立されていました。図書館を
単なる読書施設ではなく、地域の学び、自治、財源多
様化を支える中核として位置づけ、市民参画を制度化し
ている点が印象的であり、本市においても図書館や市
民協働交流センターなどを核に、市民協働や若者参画
を推進することで、地域に根ざした「共創のまちづくり」
を進める余地が大きいと感じました。
17日は鳥取県南部町において、「コミュニティスクール
について」をテーマに行政視察調査を行いました。南部
町では、町内全ての学校で運用し、学校・家庭・地域
が一体となって教育を支える仕組みを整えられています。
「まち未来科」による年長から中学3年生までの10年�

カリキュラムの実践や、高校生サークル「With you 翼」
や新青年団「へんtoつくり」を立ち上げ、地域に還元す
る存在として活動されています。このように保育園から
社会人までの取り組みを循環させることで、人口動態で
は社会増に転じており、一定の成果を上げていると考え
られます。高校卒業後の若者流出の多い本市にあって
は、高校生から青年期の若者を地域社会の当事者とし
て活躍できる機会の創出など、義務教育以降の社会教
育事業の充実が重要だと感じました。
両市の取り組みを参考にし、当委員会として市の政策
に活かしていけるよう調査・研究していきたいと考えます。

岡山県真庭市視察 鳥取県南部町視察

文教福祉常任委員会 行政視察報告文教福祉常任委員会 行政視察報告10/16・17
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問
住
民
合
意
が
得
ら
れ
な
い
中
、

造
成
費
や
施
設
整
備
・
運
営
事
業

予
算
案
を
提
出
さ
れ
た
。
初
日
の

提
案
は
見
送
る
べ
き
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

答
環
境
部
長

防
衛
省
の
国
庫
補
助
金
の
内
示

を
受
け
て
お
り
、
事
業
を
計
画
通
り

実
施
・
完
了
で
き
な
け
れ
ば
補
助
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
、
現
環
境
セ
ン
タ
ー
の
場
所
で

の
建
て
替
え
と
の
比
較
な
ど
様
々
な

可
能
性
を
追
求
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
市
の
財
政
負
担
が
よ
り
厳
し
く

な
る
こ
と
か
ら
、
合
意
形
成
に
至
って

い
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
泰

山
寺
地
先
以
外
で
施
設
整
備
を
進
め

る
選
択
肢
は
な
い
こ
と
か
ら
、
今
定

例
会
に
予
算
案
を
上
程
し
ま
し
た
。

問
防
衛
補
助
は
い
く
ら
か
。

答
環
境
部
長

造
成
工
事
に
係
る
補
助
金
額
は

2
億
3
4
0
0
万
円
で
す
。

問
住
民
合
意
と
国
庫
補
助
金
の
ど

ち
ら
が
大
事
か
。

答
市
長

3
年
掛
け
て
合
意
形
成
に
努
力

を
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ

け
難
し
い
状
況
と
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
防
衛
省
の

国
庫
補
助
金
2
億
円
以
上
を
流
し

て
し
ま
う
と
、
市
民
負
担
を
強
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
泰
山

寺
地
先
以
外
に
選
択
肢
が
な
く
、

今
議
会
に
予
算
を
提
案
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
引
き
続
き
合
意
形
成
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

住
民
の
合
意
は
非
常
に
重
要
で

あ
り
、
こ
れ
が
な
け
れ
ば
進
め
ら

れ
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
県
の
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
下
水
の

汚
泥
を
堆
肥
化
さ
れ
て
い
る
が
、

市
民
が
出
す
生
ご
み
を
一
緒
に
堆

肥
化
出
来
な
い
か
と
市
民
団
体
が

提
案
を
さ
れ
て
来
た
が
、
県
へ
の

相
談
な
ど
は
さ
れ
た
か
。

答
環
境
部
長

費
用
面
・
衛
生
面
お
よ
び
技
術

面
で
の
課
題
が
多
く
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
検
討
も
申
し
入
れ
も

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

問
「
ど
こ
に
新
施
設
を
建
設
し
て

も
、解
体
撤
去
費
は
必
要
と
な
る
」

と
回
答
し
て
き
た
が
、50
年
前
に

戻
す
「
完
全
無
害
化
の
復
旧
費
用
」

を
試
算
し
て
い
る
か
。

答
環
境
部
長

現
環
境
セ
ン
タ
ー
の
建
築
物
は

一
定
の
耐
用
年
数
が
あ
り
、
有
効

活
用
も
含
め
隣
接
地
域
と
相
談
を

行
い
、
今
後
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

解
体
撤
去
は
、施
工
時
期
等
に
よ
っ

て
変
動
が
大
き
く
、
試
算
は
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

・�

物
価
高
騰
の
中
、
市
民
の
暮
ら
し

守
る
市
政
を

そ
の
他
の
質
問

新ごみ処理施設建設･運営予算

Ｒ６.２計画

１１３億円 建設費 １５９億円

１３７億円 運営費 １４４億円

見直した計画

（市の実質負担額 ４４億円）

２５０億円 総 額 ３０３億円

償還期間３６年 １億２千万円／年
運営費２０年間 ７億２千万円／年

合 計 ８億４千万円／年

新ごみ処理施設建設･運営予算

Ｒ６.２計画

１１３億円 建設費 １５９億円

１３７億円 運営費 １４４億円

見直した計画

（市の実質負担額 ４４億円）

２５０億円 総 額 ３０３億円

償還期間３６年 １億２千万円／年
運営費２０年間 ７億２千万円／年

合 計 ８億４千万円／年

新ごみ処理施設建設、巨額の
303億円に膨らむ計画を進め、
将来に負担を残して良いのか

福井 節子 議員

防
衛
省
の
国
庫
補
助
金
の
内
示
を
受
け
て
お
り
、
事

業
を
計
画
通
り
実
施
・
完
了
で
き
な
け
れ
ば
補
助
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

答
住
民
合
意
が
得
ら
れ
な
い
中
、
造

住
民
合
意
が
得
ら
れ
な
い
中
、
造

成
費
や
施
設
整
備
・
運
営
事
業
予

成
費
や
施
設
整
備
・
運
営
事
業
予

算
案
の
提
出
は
見
送
る
べ
き
で
は

算
案
の
提
出
は
見
送
る
べ
き
で
は

問
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問
都
市
計
画
道
路
「
市
道
3
・

4
・
4
青
柳
五
番
領
線
（
南
市
か

ら
五
番
領
）」
の
整
備
に
お
け
る
都

市
計
画
的
意
義
と
整
備
遅
延
の
影

響
に
つ
い
て
問
う
。

答
都
市
整
備
部
長

未
整
備
区
間
は
将
来
的
な
居
住

者
を
想
定
し
利
便
性
を
考
慮
し
計

画
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。
ま

た
現
在
ま
で
整
備
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
で
、
周
辺
住
民
の
方
々
を
は

じ
め
市
民
生
活
に
お
い
て
支
障
を

き
た
す
こ
と
や
安
全
・
安
心
が
確

保
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
と

捉
え
て
い
ま
す
。

問
道
路
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
評

価
指
標
に
つ
い
て
都
市
政
策
上
の

観
点
が
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い

る
か
。

答
都
市
整
備
部
長

現
行
の
第
2
次
高
島
市
道
路

整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
機
能
性
評

価
項
目
、
事
業
性
評
価
項
目
で
評

価
し
て
お
り
、
都
市
政
策
な
ど
の

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
も
十
分
に
反

映
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

問
道
路
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い

て
、
将
来
人
口
や
政
策
的
必
要
性

が
反
映
さ
れ
て
お
ら
ず
、
抜
本
的

な
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
都
市
整
備
部
長

抜
本
的
な
見
直
し
に
つ
い
て
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
整
備
優

先
度
を
示
し
て
い
く
も
の
で
あ
り

ま
す
の
で
、
よ
り
精
度
の
高
い
評

価
が
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
意
味

で
は
、
そ
の
指
標
や
配
点
に
つ
い
て

も
検
討
を
加
え
る
べ
き
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

問
区
画
整
理
事
業
な
ど
の
実
現
可

能
性
調
査
に
つ
い
て
、
地
元
が
支

援
機
構
の
利
用
を
希
望
さ
れ
た
と

き
は
支
援
が
可
能
か
。

答
都
市
整
備
部
長

地
元
が
組
合
施
行
を
前
提
と

し
て
事
業
実
施
を
検
討
さ
れ
る

場
合
は
、
専
門
家
の
派
遣
に
つ
い

て
協
力
は
可
能
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

問
事
業
化
の
是
非
を
判
断
す
る
た

め
の
実
務
レ
ベ
ル
の
実
現
性
可
能

性
調
査
を
市
で
す
る
と
い
う
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

答
都
市
整
備
部
長

住
居
地
域
の
安
曇
川
西
部
の
外

縁
部
に
位
置
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

直
ち
に
市
が
区
画
整
理
を
す
る
た

め
の
調
査
は
考
え
に
く
い
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

問
基
盤
整
備
や
道
路
整
備
を
含
め

た
戦
略
的
投
資
へ
と
政
策
転
換
を

図
る
考
え
は
全
く
な
い
の
か
。

答
市
長

区
画
整
理
は
厳
し
い
時
代
だ

が
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
ま
ち
づ

く
り
の
情
報
交
換
を
地
元
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
、

今
後
の
戦
略

づ
く
り
を
検

討
し
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

都市計画街路「市道3・4・4青柳五番
領線」の整備促進に向けた再評価
と定住促進のまちづくりについて

藤田　昭 議員

抜
本
的
な
見
直
し
に
つ
い
て
は
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
精
度
の
高
い
評
価
が
で
き
る
よ
う
に

と
い
う
意
味
で
は
、
そ
の
指
標
や
配
点
な
ど
検

討
を
加
え
る
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す

答
道
路
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、

道
路
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、

抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
で
は
な

抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
で
は
な

い
か
い
か

問
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問
㈱
風
車
へ
の
補
助
金
返
還
請
求
額

は
、
11
月
25
日
時
点
で
、
元
本
と

遅
滞
額
で
合
計
幾
ら
に
な
る
の
か
。

答
農
林
水
産
部
長

元
金
は
3
億
7
3
7
5
万
円
、

遅
延
利
息
は
年
10
・
95
％
で
、
現

時
点
で
約
1
億
2
3
1
万
円
と
な

り
、
元
本
と
の
合
計
請
求
金
額
は

約
4
億
7
6
0
6
万
円
で
す
。

問
延
滞
遅
延
金
は
、
1
日
当
た
り

い
く
ら
か
。

答
農
林
水
産
部
長

延
滞
額
の
日
割
り
額
は
、
約

11
万
2
0
0
0
円
で
す
。

問
被
告
の
流
動
資
産
や
不
動
産
な
ど

調
査
を
行
っ
た
か
。
ど
の
よ
う
に

債
権
回
収
を
す
る
の
か
。

答
農
林
水
産
部
長

訴
訟
を
提
起
の
際
に
、
訴
訟
委
任

弁
護
士
に
よ
り
㈱
風
車
お
よ
び
代

表
取
締
役
等
の
不
動
産
な
ど
の
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
債
権
回
収
は
、

あ
ら
ゆ
る
方
策
を
視
野
に
、
訴
訟
委

任
弁
護
士
と
検
討
を
行
って
い
ま
す
。

問
い
ち
ご
農
園
予
定
地
で
、
約
2
ha

に
固
化
材
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が

土
壌
汚
染
を
懸
念
し
、
昨
年
現
状

把
握
及
び
、
そ
の
対
策
を
求
め
た
要

望
が
地
元
区
か
ら
出
さ
れ
た
。
そ
の

後
の
経
過
に
つ
い
て
伺
う
。

答
農
業
委
員
会
事
務
局
長

昨
年
12
月
議
会
で
、
土
壌
汚
染

対
策
で
質
問
を
受
け
「
農
地
に
権

利
を
有
す
る
者
の
責
任
と
し
て
、
工

事
事
業
者
ま
た
は
借
り
人
の
方
が

責
任
を
も
っ
て
実
施
す
べ
き
」
と
答

弁
し
ま
し
た
が
、
土
壌
汚
染
と
な

れ
ば
関
係
部
署
と
も
協
力
し
、
業

務
を
所
管
す
る
高
島
環
境
事
務
所

へ
相
談
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
土
壌
汚
染
で
の
形
質
変
更
届
け
に

か
か
る
事
案
で
は
な
い
か
。速
や
か

な
相
談
を
求
め
た
い
が
ど
う
か
。

答
農
業
委
員
会
事
務
局
長

土
壌
汚
染
で
あ
れ
ば
、
農
業
委

員
会
が
判
断
を
行
な
う
立
場
に
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
滋
賀
県
環
境
事

務
所
が
、
土
壌
汚
染
対
策
法
、
県

公
害
防
止
条
例
に
基
づ
き
所
管
さ

れ
て
お
り
、
そ
ち
ら
で
の
判
断
に

な
り
ま
す
。

問
工
事
の
大
幅
な
遅
れ
の
直
後
、

農
園
建
設
業
者
が
内
部
告
発
文
書

を
県
と
市
に
届
け
た
。
事
実
検
証

に
直
結
す
る
文
書
を
、
新
顧
問
弁

護
士
は
承
知
さ
れ
て
い
る
か
。

答
農
林
水
産
部
長

承
知
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
3
～
4
億
円
単
位
の
公
金
支
払

い
が
可
能
で
、
的
確
な
出
納
手
続

き
で
あ
っ
た
か
。
補
助
金
交
付
規

則
の
改
正
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
総
務
部
長

必
要
に
応
じ
、
改
正
も
視
野
に

検
討
し
ま
す
。

・�

ク
マ
な
ど
野
生
動
物
の
集
落
市
街
地

出
没
か
ら
市
民
を
守
る
体
制
整
備
は

そ
の
他
の
質
問

㈱
風
車
へ
の
補
助
金
返
還

総
額
4
億
7
6
0
6
万
円
に

  

元　
　

金	

3
億
7
3
7
5
万
円

  

遅
延
利
息	
約
1
億
2
3
1
万
円

  

遅
延
金	
約
11
万
2
千
円
／
1
日

いちご未回収事案、3億7375万円
の徹底回収と事実究明は今城市政

でどこまでできたか

森脇　徹 議員

提
訴
時
に
、
弁
護
士
に
よ
り
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
債
権
回
収
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
視
野

に
弁
護
士
と
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す

答
被
告
の
流
動
資
産
や
不
動
産
な
ど

被
告
の
流
動
資
産
や
不
動
産
な
ど

調
査
を
行
っ
た
か
。
ど
の
よ
う
に

調
査
を
行
っ
た
か
。
ど
の
よ
う
に

債
権
回
収
を
す
る
の
か

債
権
回
収
を
す
る
の
か

問
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問
議
会
の
議
決
を
得
ず
に
追
加
工

事
を
発
注
し
完
了
し
て
し
ま
っ
た

事
態
は
議
会
の
権
能
を
排
除
す
る

も
の
で
あ
る
。
本
議
案
の
説
明
時

に
、
市
議
会
へ
の
報
告
が
遅
く
な
っ

た
も
の
の
、
合
理
性
が
あ
っ
た
と

説
明
さ
れ
た
が
、
ど
こ
に
合
理
性

が
あ
っ
た
の
か
。

答
教
育
長

こ
の
度
の
安
曇
川
中
学
校
長
寿

命
化
改
良
建
築
工
事
の
変
更
議
決

議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
議
会

6
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
本

工
事
の
契
約
の
ご
議
決
を
い
た
だ

き
、
6
月
2
日
に
工
事
に
着
手
い

た
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
、

7
月
に
外
壁
改
修
工
事
に
お
い
て
、

追
加
工
事
が
必
要
に
な
る
こ
と
が

判
明
を
し
、
そ
の
追
加
概
算
工
事

費
が
「
市
長
の
専
決
処
分
事
項
の

指
定
」
の
金
額
を
超
え
る
こ
と
を

認
識
し
な
が
ら
、
そ
の
時
点
で
市

議
会
に
追
加
工
事
分
に
係
る
ご
報

告
、
ま
た
、
ご
相
談
な
ど
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
べ
き
と
こ
ろ
、
教
育

委
員
会
事
務
局
と
し
て
怠
っ
て
お

り
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
ご
質
問
の
合

理
性
が
あ
っ
た
と
説
明
さ
れ
た
こ

と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
継
続
し
て

工
事
を
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国

の
指
針
な
ど
を
参
考
に
し
て
申
し

上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
市
議
会
に
契

約
議
決
を
い
た
だ
い
た
案
件
で
変

更
が
生
じ
た
場
合
に
、
専
決
処
分

の
指
定
す
る
金
額
を
超
え
て
い
る

こ
と
を
確
認
で
き
た
時
点
で
、
追

加
工
事
に
係
る
庁
内
で
の
情
報
共

有
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
、

速
や
か
に
市
議
会
へ
報
告
し
対
応

を
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

行
わ
ず
、
他
の
変
更
内
容
と
併
せ

て
12
月
定
例
会
へ
の
議
案
の
提
出

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
こ
と
に
つ

き
ま
し
て
も
、
併
せ
て
お
詫
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

問
市
長
は
こ
の
件
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

答
市
長

市
議
会
よ
り
ご
指
摘
を
受
け
ま

し
た
こ
と
は
当
然
で
あ
り
ま
し
て
、

市
長
と
し
て
本
件
に
つ
い
て
深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の

事
案
は
、
担
当
部
局
内
で
の
議
決

案
件
に
対
す
る
対
応
意
識
の
欠
如
、

庁
内
で
の
情
報
共
有
と
チ
ェッ
ク
体

制
が
十
分
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
組
織
を
統
括
す
る
私

の
責
任
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
回
の
事
案
を
私
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
重
く
受
け
止
め
、
今

後
の
再
発
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
今

回
の
事
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
誠
に

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

・�

産
業
用
地
開
発
事
業
に
お
け
る
戦

略
的
企
業
誘
致
と
支
援
制
度
の
拡

充
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

議第75号工事請負変更契約
の締結につき議決を求めるこ
とについての合理性について

廣部 真造 議員

市
議
会
よ
り
ご
指
摘
を
受
け
ま
し
た
こ
と
は 

当
然
で
あ
り
ま
し
て
、
市
長
と
し
て
本
件
に
つ

い
て
深
く
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す

答
議
会
の
議
決
を
得
ず
に
追
加
工
事

議
会
の
議
決
を
得
ず
に
追
加
工
事

を
発
注
し
完
了
し
て
し
ま
っ
た
事

を
発
注
し
完
了
し
て
し
ま
っ
た
事

態
は
議
会
の
権
能
を
排
除
す
る
も

態
は
議
会
の
権
能
を
排
除
す
る
も

の
で
は
な
い
か

の
で
は
な
い
か

問
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問
市
が
保
有
す
る
各
種
デ
ー
タ
を

も
と
に
人
口
動
態
な
ど
未
来
を
予

測
す
る
よ
う
な
分
析
は
行
わ
れ
て

い
る
の
か
。

答
健
康
福
祉
部
長

65
歳
以
上
の
人
口
は
令
和
3
年

を
ピ
ー
ク
と
し
て
減
少
傾
向
で
推

移
し
ま
す
が
、
要
支
援
・
要
介
護

認
定
者
数
は
令
和
22
年
頃
ま
で
増

加
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
頃
ま
で

介
護
サ
ー
ビ
ス
需
要
は
増
加
し
ま

す
も
の
の
、
そ
れ
以
降
は
減
少
に

転
じ
る
見
込
み
で
す
。

問
例
え
ば
山
間
地
域
の
過
去
の

デ
ー
タ
か
ら
、ど
う
い
う
サ
ー
ビ
ス

を
選
ば
れ
て
い
る
か
、在
宅
で
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方
が
何

年
く
ら
い
で
施
設
に
入
所
さ
れ
る

な
ど
の
分
析
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答
健
康
福
祉
部
長

デ
ー
タ
化
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

と
い
う
形
で
は
現
在
の
と
こ
ろ
は

持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
。

問
デ
ー
タ
の
分
析
を
行
い
そ
の
結

果
を
も
と
に
、
事
業
所
と
意
見
交

換
や
協
議
を
行
う
場
を
設
け
る
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

答
健
康
福
祉
部
長

介
護
支
援
専
門
員
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
の
方
な
ど

と
介
護
の
将
来
像
を
共
有
し
、
運

営
の
見
通
し
を
た
て
る
た
め
に
必

要
な
資
料
、
デ
ー
タ
を
把
握
し
た

上
で
、
市
が
主
催
、
参
画
し
て
い

る
会
議
や
協
議
会
等
の
場
で
こ
れ

ら
の
情
報
、
デ
ー
タ
や
分
析
結
果

等
を
お
示
し
し
、
意
見
交
換
で
き

る
時
間
を
設
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
移
動
時
間
の
か
か
る
山
間
地
域

へ
訪
問
介
護
を
行
っ
て
い
る
訪
問

介
護
事
業
所
に
対
す
る
市
独
自
支

援
を
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　
健
康
福
祉
部
長

国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
現

場
の
方
々
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
山
間
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
必
要
な

施
策
の
構
築
を
継
続
し
て
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
施
設
数
の
維
持
ま
た
は
減
少
が

見
込
ま
れ
訪
問
介
護
の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
る
が
、
市
が
支
援
し
な
い
と

続
け
て
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。

前
向
き
に
検
討
し
て
も
ら
え
る

の
か
。

答
健
康
福
祉
部
長

山
間
地
に
お
住
ま
い
の
利
用
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
事

業
者
に
対
し
て
、
介
護
報
酬
の
上

乗
せ
の
支
援
を
考
え
て
き
た
経
緯

も
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
介
護
人

材
の
確
保
対
策
に
し
っ
か
り
と
取

り
組
む
こ
と
が
急
務
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

・�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
こ
れ
か
ら

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

答

将来を見据えた介護の
体制について議論を 

深めるべきではないのか

磯部 亜希 議員

情
報
、
デ
ー
タ
や
分
析
結
果
等
を
お
示
し
し
、

意
見
交
換
で
き
る
時
間
を
設
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す

答
デ
ー
タ
の
分
析
を
行
い
そ
の
結
果

デ
ー
タ
の
分
析
を
行
い
そ
の
結
果

を
も
と
に
、
事
業
所
と
意
見
交
換

を
も
と
に
、
事
業
所
と
意
見
交
換

や
協
議
を
行
う
場
を
設
け
る
べ
き

や
協
議
を
行
う
場
を
設
け
る
べ
き

で
は
な
い
の
か

で
は
な
い
の
か

問
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問
担
い
手
人
材
の
確
保
・
育
成
は

ど
う
か
問
う
。

答
商
工
観
光
部
長

現
在
制
作
中
の
「
発
酵
の
ま
ち
・

た
か
し
ま
」
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
発

酵
食
品
を
つ
く
ら
れ
て
い
る
家
庭

に
赴
い
て
の
取
材
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
市
民
の
方
の
担
い
手

を
発
掘
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
と

と
も
に
、
こ
う
し
た
方
々
を
ご
紹

介
す
る
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
っ
た
方

が
、
あ
ら
た
め
て
高
島
市
の
発
酵

食
文
化
に
興
味
を
持
ち
、
自
身
も

担
い
手
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

を
期
待
し
た
取
り
組
み
で
も
あ
り

ま
す
。
加
え
て
、
本
市
の
産
業
振

興
の
一
環
と
し
て
、
発
酵
食
品
の

製
造
事
業
者
に
お
き
ま
し
て
も
、

合
同
就
職
説
明
会
や
就
職
フ
ェ
ア

に
複
数
社
に
参
加
い
た
だ
き
、
人

材
確
保
に
も
つ
な
げ
て
お
り
ま
す
。

問
地
域
共
創
の
取
り
組
み
は
ど
う

す
る
の
か
問
う
。

答
商
工
観
光
部
長

「
た
か
し
ま
発
酵
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
庁
内
連
携
チ
ー
ム
」
で
、
情

報
を
共
有
す
る
ほ
か
、
今
後
は
県
、

事
業
者
、
商
工
団
体
、
観
光
団
体

な
ど
、
民
間
を
含
め
た
多
様
な
主

体
に
参
画
い
た
だ
く
組
織
を
設
け

る
予
定
で
お
り
ま
す
。
市
全
体
と

し
て
発
酵
の
ま
ち
の
ブ
ラ
ン
ド
力

が
高
ま
る
事
業
展
開
や
、
新
た
な

取
り
組
み
の
創
出
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

問
観
光
地
域
作
り
と
の
共
創
は
ど

う
か
問
う
。

答
商
工
観
光
部
長

今
年
度
は
「
発
酵
の
ま
ち 

た
か

し
ま
M
A
P
」
を
作
成
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、「
た
か
し
ま
発
酵

の
ま
ち
づ
く
り
構
想
」
に
お
き
ま

し
て
も
、
食
そ
の
も
の
だ
け
で
な

く
、
風
土
や
習
慣
、
伝
統
、
歴
史
、

人
な
ど
に
関
心
を
も
っ
て
滞
在
や

周
遊
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
く
「
発

酵
食
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
推
進
」
を
掲
げ
て
お
り
、
観

光
地
域
づ
く
り
の
一
つ
の
方
法
と

し
て
、
官
民
共
創
に
よ
り
発
酵
を

活
用
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問
「
学
」の
部
分
で
大
学
等
と
組
み
、

発
酵
を
科
学
的
・
学
術
的
に
裏
付

け
て
い
く
こ
と
も
重
要
だ
と
思
う

が
ど
う
か
。

答
商
工
観
光
部
長

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
多
く
の
方

が
「
発
酵
食
品
」
を
「
健
康
」
と

関
連
づ
け
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
、
そ
の
関
連
を
科
学

的
、
学
術
的
に
示
し
て
い
く
こ
と

は
、
本
市
特
産
品
の
付
加
価
値
向

上
や
、
本
市
の
ま
ち
の
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
「
健
康
」
を
打
ち
出
す
上

で
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
本
市
の
発
酵
食
文
化
を
科
学

的
・
学
術
的
見
地
か
ら
Ｐ
Ｒ
す
る

取
組
に
つ
き
ま
し
て
も
、
前
向
き

に
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

・�

地
産
地
消
の
日
の
推
進
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

発酵食品の魅力を発信し、
地域経済の活性化につなげる

「地域共創」の取り組みについて

藍原　章 議員

民
間
を
含
め
た
多
様
な
主
体
に
参
画
い
た
だ
く

組
織
を
設
け
、
発
酵
の
ま
ち
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
る
新
た
な
取
り
組
み
の
創
出
を
図
り
ま
す

答
発
酵
食
文
化
を
地
域
経
済
の
活
性

発
酵
食
文
化
を
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
地
域
共
創
の
取
り

化
に
つ
な
げ
る
地
域
共
創
の
取
り

組
み
は
組
み
は

問
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問
効
果
検
証
（
K
P
I
）
の
達
成

状
況
は
。

答
政
策
部
長

7
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

し
、
目
標
値
を
達
成
で
き
た
項
目

も
あ
り
ま
す
が
、
達
成
で
き
な
か
っ

た
項
目
も
あ
り
ま
し
た
。

問
未
達
成
項
目
が
多
か
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
検
証
を
行
い
、
推
進

本
部
と
推
進
幹
事
会
が
出
し
た
課

題
点
は
一
致
し
て
い
た
の
か
。

答
政
策
部
長

推
進
本
部
は
年
2
回
開
催

し
、
前
年
度
の
評
価
検
証
や
進

捗
状
況
の
報
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。

幹
事
会
は
年
1
～
2
回
開
催
し
、

K
P
I
の
進
捗
状
況
の
確
認
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
K
P
I
の
目

標
未
達
成
が
あ
り
ま
し
た
が
、
推

進
本
部
や
幹
事
会
議
の
役
割
が
原

因
で
は
な
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
や
物
価
高
騰
な
ど
を
全

国
あ
る
い
は
世
界
レ
ベ
ル
で
の
社

会
情
勢
の
変
化
や
、
市
で
は
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
外
部
的
要
因

な
ど
に
よ
る
影
響
も
あ
っ
て
達
成
で

き
な
か
っ
た
K
P
I
も
あ
る
も
の

と
し
て
、
両
会
議
で
分
析
し
て
お

り
ま
す
。

問
推
進
会
議
年
2
回
、
幹
事
会

年
1
回
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
の

回
数
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
で
き
る

の
か
。

答
政
策
部
長

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
と
し
て
あ

る
推
進
本
部
、
幹
事
会
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
職
の
職
員
が
集
ま
っ

て
、
行
う
会
議
で
情
報
共
有
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
担
当
窓
口
の

総
合
戦
略
課
が
、
地
方
創
生
交
付

金
を
活
用
し
て
各
事
業
を
行
っ
て

い
る
原
課
と
、
進
捗
状
況
に
問
題

が
あ
れ
ば
、
相
談
を
受
け
、
担
当

レ
ベ
ル
で
や
り
取
り
を
し
て
お
り

ま
す
。

問
国
の
制
度
を
活
用
す
る
に
あ
た

り
、
市
と
し
て
積
極
的
に
取
り
に

い
く
姿
勢
で
臨
ん
で
い
る
の
か
。

答
政
策
部
長

地
域
課
題
の
解
決
や
将
来
に
向

け
た
施
策
の
推
進
に
有
効
な
手
段

と
認
識
し
て
お
り
、
積
極
的
に
活

用
し
て
い
く
姿
勢
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

問
新
政
権
に
な
り
地
方
重
視
の
予

算
が
拡
大
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る

が
、
国
の
動
向
捉
え
る
専
門
収
集

体
制
と
い
う
も
の
は
今
後
強
化
さ

れ
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
政
策
部
長

内
閣
府
地
方
創
生
推
進
事
務
局

か
ら
県
を
通
じ
て
、
そ
の
都
度
情

報
提
供
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
県

と
の
連
携
を
密
に
と
り
な
が
ら
、

情
報
収
集
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

・�

高
島
市
民
病
院
の
看
護
師
確
保
の

現
状
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

第3期高島市総合戦略を推進 
するための新しい地方経済・生活
環境創生交付金の活用について

吉里 浩恵 議員

地
域
課
題
の
解
決
や
将
来
に
向
け
た
施
策
の
推

進
に
有
効
な
手
段
と
認
識
し
て
お
り
積
極
的
に

活
用
し
て
い
く
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す

答
国
の
制
度
を
活
用
す
る
に
あ
た

国
の
制
度
を
活
用
す
る
に
あ
た

り
、
積
極
的
に
取
り
に
い
く
姿
勢

り
、
積
極
的
に
取
り
に
い
く
姿
勢

で
臨
ん
で
い
る
の
か

で
臨
ん
で
い
る
の
か

問
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問
環
境
セ
ン
タ
ー
事
業
の
住
民
合

意
に
係
る
搬
入
路
等
関
係
自
治
会

へ
の
説
明
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

答
環
境
部
長

来
月
1
月
に
か
け
て
、
各
区
・

自
治
会
の
皆
様
へ
の
説
明
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

特
に
搬
入
路
は
、
ご
不
安
や
ご
懸

念
を
し
っ
か
り
と
聴
き
取
っ
た
う
え

で
、
ど
の
よ
う
な
対
応
や
対
策
が

で
き
る
か
、
意
見
交
換
を
重
ね
、

一
つ
一
つ
課
題
を
解
決
し
な
が
ら

合
意
形
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
事
業
全
体
像
が
わ
か
ら
な
い
と

判
断
で
き
な
い
た
め
、
案
を
具
体

的
に
示
し
て
、
区
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
聞
く
方
が
よ
い
の
で
は
な

い
か
。

答
環
境
部
長

施
設
の
設
計
は
事
業
者
提
案
を

受
け
た
後
に
決
定
す
る
こ
と
か
ら
、

事
前
に
詳
細
な
部
分
を
お
示
し
で

き
な
い
部
分
が
多
い
で
す
が
、
生

活
環
境
影
響
調
査
の
結
果
な
ど
、

で
き
る
限
り
の
情
報
を
提
供
し
、

施
設
の
安
全
性
や
環
境
対
策
な
ど

に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
を
繰
り
返

し
な
が
ら
、
疑
問
点
や
ご
懸
念
に

具
体
的
に
お
答
え
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

搬
入
道
路
に
つ
い
て
も
、
沿
道

の
一
軒
一
軒
に
説
明
に
回
り
、
収

集
車
の
走
行
に
関
す
る
ご
懸
念
に

対
し
、
例
え
ば
緩
衝
帯
の
整
備
を

検
討
し
提
案
す
る
な
ど
、
具
体
策

を
示
し
な
が
ら
意
見
交
換
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

問
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
新
法
に
基
づ
く
、

努
力
義
務
で
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
再
商
品
化
を
財
政
圧
迫
し
て
ま

で
行
う
価
値
が
あ
る
の
か
。

答
環
境
部
長

環
境
省
の
考
え
方
と
し
て
、
最

大
限
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
む
こ

と
が
示
さ
れ
、
交
付
金
を
受
け
る

た
め
要
件
化
さ
れ
る
な
ど
、
実
質

的
に
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
と
し
て
方

針
決
定
し
、
基
本
計
画
に
位
置
付

け
た
も
の
で
す
。

問
市
長
就
任
当
初
か
ら
費
用
節
減

に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
か
ら
こ

そ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
化
施
設

の
縮
小
又
は
廃
止
を
検
討
さ
れ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
市
長

化
石
燃
料
を
い
か
に
C
O
2
に

変
え
な
い
か
と
い
う
点
か
ら
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
で
き
る
だ
け
リ
サ
イ

ク
ル
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
今
後
し
っ

か
り
研
究
を
し
、
よ
り
効
率
的
な

分
別
と
焼
却
の
方
法
に
つ
い
て
、

最
新
情
報
も
収
集
し
な
が
ら
研
究

し
て
ま
い

り
た
い
と

考
え
て
お

り
ま
す
。

・�

高
島
市
後
援
名
義
使
用
承
認
に
つ

い
て

そ
の
他
の
質
問

環境センター関連事業
の住民合意及び費用 

節減等について

清水 大粋 議員

来
月
１
月
に
か
け
て
、
各
区・
自
治
会
の
皆
様
へ

の
説
明
を
予
定
し
て
お
り
、
特
に
搬
入
路
は
、
ご

不
安
や
ご
懸
念
を
聴
き
取
り
、
意
見
交
換
を
重

ね
、
一つ
一つ
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
合
意
形
成

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す

答
環
境
セ
ン
タ
ー
事
業
の
住
民
合
意

環
境
セ
ン
タ
ー
事
業
の
住
民
合
意

に
係
る
搬
入
路
等
関
係
自
治
会
へ

に
係
る
搬
入
路
等
関
係
自
治
会
へ

の
説
明
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

の
説
明
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

問
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問
令
和
7
年
度
一
般
会
計
予
算
に

お
け
る
委
託
料
の
総
額
、
歳
出
に

占
め
る
割
合
は
。

答
総
務
部
長

委
託
料
は
約
40
億
8
千
7
百
万

円
と
な
り
、
歳
出
予
算
総
額
の
約

12
・
4
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

問
市
民
に
と
っ
て
は
見
え
に
く
い

支
出
で
あ
る
が
、
こ
の
規
模
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
、
将
来
の
財
政
運

営
へ
の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
分
析

し
て
い
る
の
か
。

答
総
務
部
長

委
託
業
務
は
適
正
な
行
政
事
務

や
施
設
等
の
維
持
・
運
営
を
図
る

う
え
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
将
来
に
向
け

持
続
的
な
財
政
運
営
を
図
る
た
め

に
は
、
委
託
事
業
ご
と
の
精
査
、

各
種
事
業
の
見
直
し
や
公
共
施
設

の
再
編
な
ど
行
財
政
改
革
を
強
力

に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問
行
政
内
部
に
残
す
べ
き
知
識
や

ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
ど
の
よ
う
に
整
理

し
て
い
る
の
か
。

答
総
務
部
長

施
策
立
案
や
基
本
方
針
の
策
定

な
ど
、
行
政
の
根
幹
に
関
わ
る
業

務
に
つ
い
て
は
、
市
職
員
が
担
う
べ

き
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
市
民
か
ら
は
「
委
託
の
内
容
や

成
果
が
分
か
り
に
く
い
」
と
の
声

も
あ
る
。
委
託
業
務
の
透
明
性
を

高
め
、
市
民
に
分
か
り
や
す
く
説

明
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
総
務
部
長

委
託
契
約
に
つ
い
て
は
、
契
約

規
則
等
に
基
づ
き
行
っ
て
お
り
、

競
争
入
札
な
ど
受
注
者
決
定
経
過

な
ど
に
つ
い
て
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
公
開
す
る
と
こ
と
で
、
透

明
性
の
確
保
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

問
委
託
事
業
を
通
じ
て
行
政
内
部

の
能
力
向
上
に
つ
な
が
っ
た
具
体

例
や
課
題
に
つ
い
て
問
う
。

　

 

総
務
部
長

業
務
を
外
部
に
委
託
す
る
こ
と

に
よ
り
、
交
渉
力
や
説
明
能
力
の

向
上
、
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
吸
収
す
る

こ
と
が
で
き
、
業
務
の
専
門
性
の

強
化
に
も
繋
が
っ
て
い
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

課
題
と
し
て
は
、
市
職
員
に
よ
る

業
務
の
統
括
、
ま
た
は
管
理
す
る

能
力
が
最
低
限
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
必
要
な
専
門
職
の
人
材
確

保
や
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
行
政
能
力
の
向
上・透
明
性
の
確
保・

財
政
健
全
化
を
両
立
さ
せ
る
た
め
の

「
委
託
の
適
正
化
方
針
」に
つ
い
て
問
う
。

答
総
務
部
長

現
時
点
で
は
策
定
す
る
こ
と
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
業
務
委
託
の

効
果
に
つ
い
て
総
合
的
な
検
討
を
行

い
、
業
務
委
託
の
導
入
に
つ
い
て
判

断
し
、
更
新
す
る
際
に
は
効
果
を
検

証
し
、
業
務
委
託
の
継
続
や
、
必
要

に
応
じ
て
委
託
内
容
や
委
託
料
の
見

直
し
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

・�

熊
出
没
へ
の
備
え
と
緊
急
時
対
応

体
制
の
強
化
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

答

委託業務の透明性確保と
行政内部の能力向上に
向けた取り組みについて

吉見　大 議員

将
来
の
財
政
運
営
へ
の
影
響
を

将
来
の
財
政
運
営
へ
の
影
響
を

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か

問
持
続
的
な
財
政
運
営
を
図
る
た
め
に
は
、
行
財

政
改
革
を
強
力
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す

答
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問
集
落
支
援
員
を
設
置
す
る
予
定

が
あ
る
か
。

答
市
民
生
活
部
長

各
地
域
に
設
置
さ
れ
た
住
民
自

治
協
議
会
の
活
動
内
容
と
し
て
、

地
域
内
の
区
長
・
自
治
会
長
の
皆

様
に
直
接
お
会
い
さ
れ
、
集
落
の

現
状
や
課
題
に
つ
い
て
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
っ
た
り
、
住
民
自
治
協
議

会
の
事
務
局
内
に
相
談
窓
口
を
設

置
し
た
り
、
区
長
等
連
絡
会
に
も

出
席
す
る
な
ど
し
て
お
話
を
伺
っ

て
頂
い
て
お
り
、
そ
う
し
た
お
困

り
ご
と
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
活

動
が
集
落
支
援
員
の
役
割
の
一
部

を
担
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
現
時
点
に
お
い
て
は

集
落
支
援
員
を
配
置
す
る
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
口
減
少
や

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
集
落
の

相
互
扶
助
機
能
の
低
下
に
よ
る

様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
状
況

に
応
じ
て
、
他
の
施
策
や
制
度
と

組
み
合
わ
せ
る
な
ど
、
効
果
的
な

集
落
支
援
の
方
法
を
研
究
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
集
落
支

援
員
と
の
す
み
分
け
に
つ
い
て
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

答
市
民
生
活
部
長

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
短
期

か
ら
中
期
的
な
任
期
を
前
提
に
、

地
域
の
資
源
を
活
用
し
た
産
業

振
興
や
観
光
、
そ
し
て
地
域
ブ
ラ

ン
ド
の
強
化
と
い
っ
た
戦
略
的
な

人
材
還
流
を
推
進
す
る
制
度
で
あ

り
、
起
業
さ
れ
る
こ
と
も
含
め
、

都
市
部
か
ら
の
移
住
者
を
地
域
の

新
し
い
担
い
手
と
し
て
定
住
・
定

着
さ
せ
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い

ま
す
。

一
方
、
集
落
支
援
員
は
、
地
域

の
生
活
支
援
や
継
続
的
な
地
域
運

営
の
実
務
を
担
う
人
材
と
し
て
、

定
住
・
生
活
基
盤
の
維
持
と
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
安
定
化
に
資
す
る

役
割
を
担
い
得
る
制
度
と
し
て
認

識
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
地
域
の

実
情
を
熟
知
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
広
い
意
味
で
は
双
方
と

も
地
域
に
お
け
る
課
題
解
決
に
つ

な
が
る
取
組
み
で
あ
る
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
す
が
、
両
制
度
に
は
、

役
割
の
異
な
る
点
が
存
在
す
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
移
住
者
と
し
て
隊
員
を
捉
え
る

の
で
あ
れ
ば
、集
落
支
援
員
が
フ
ォ

ロ
ー
し
、
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り

相
乗
効
果
が
得
ら
れ
、
よ
り
良
い

活
動
と
な
る
の
で
は
。

答
市
民
生
活
部
長

集
落
支
援
員
や
自
治
協
の
方
な

ど
が
生
活
面
な
ど
を
フ
ォ
ロ
ー
い
た

だ
け
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
活
動
が

活
発
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度

設
計
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

・�

滋
賀
県
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
戦
国

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
を
契
機
と
し
た
高

島
の
歴
史
資
源
の
魅
力
発
信
に
つ

い
て

そ
の
他
の
質
問

高島市の地域課題への
とりくみについて

井上 佳郎 議員

現
時
点
に
お
い
て
は
配
置
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
効
果
的
な
集
落
支
援
の
方
法
を
研
究
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す

答
集
落
支
援
員
を
設
置
す
る
予
定
が

集
落
支
援
員
を
設
置
す
る
予
定
が

あ
る
か

あ
る
か

問
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問
寄
附
金
額
お
よ
び
寄
附
件
数
の

直
近
3
年
間
の
推
移
と
、
同
規
模

自
治
体
と
の
比
較
評
価
を
伺
う
。

答
政
策
部
長

本
市
の
寄
附
件
数
と
寄
附
金

額
は
、
直
近
3
年
間
で
毎
年
約

1
，0
0
0
件
、
約
1
，0
0
0
万

円
ず
つ
減
少
推
移
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
同
規
模
自
治
体
と
の
比
較

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
全
国
的

に
は
物
価
高
の
影
響
に
よ
り
日
常

生
活
用
品
を
返
礼
品
と
し
て
選
ぶ

寄
付
者
が
多
く
、
嗜
好
品
が
多
い

高
島
市
の
返
礼
品
が
選
ば
れ
に
く

か
っ
た
こ
と
が
減
少
要
因
の
一
つ
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
高
島
市
が
ふ
る
さ
と
納
税
先
と

し
て
選
ば
れ
て
い
な
い
理
由
に
つ
い

て
、
物
価
高
以
外
の
分
析
は
。

答
政
策
部
長

寄
附
額
が
多
い
自
治
体
で
は

体
制
強
化
や
一
定
の
広
告
費
の
投

入
、
自
治
体
全
体
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
が
確
立
し
て
い
る
と
分
析
し
て

お
り
、
本
市
は
こ
れ
ら
の
要
素
に

お
い
て
足
り
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、
本
市
は

市
全
体
の
人
員
配
置
の
問
題
や
経

費
率
が
基
準
上
限
に
近
く
こ
れ
以

上
の
広
告
費
が
か
け
ら
れ
な
い
な

ど
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

問
寄
附
が
減
少
す
る
な
か
で
、
具

体
的
な
対
策
や
戦
略
は
あ
る
か
。

答
政
策
部
長

未
契
約
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
活

用
に
よ
り
寄
附
の
入
口
を
広
げ
る

こ
と
が
1
つ
と
考
え
ま
す
。
ま
た

サ
ッ
プ
・
サ
ウ
ナ
・
宿
泊
な
ど
観
光

資
源
に
は
伸
び
し
ろ
が
あ
り
、
現

地
決
済
型
ふ
る
さ
と
納
税
の
導
入

で
旅
行
分
野
の
拡
大
を
図
り
た
い

と
考
え
ま
す
。

問
旅
行
分
野
は
ど
の
よ
う
な
手
順

で
増
や
し
て
い
く
の
か
。

答
政
策
部
長

中
間
事
業
者
と
連
携
し
、
市

内
宿
泊
事
業
者
と
調
整
を
進
め
ま

す
。
返
礼
品
サ
イ
ト
は
旅
行
検
討

者
の
閲
覧
が
少
な
い
た
め
、
宿
泊

予
約
サ
イ
ト
か
ら
寄
附
で
き
、
そ

の
ま
ま
宿
泊
利
用
で
き
る
仕
組
み

を
構
築
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い

ま
す
。

問
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
画
像
の
デ
ザ

イ
ン
が
弱
い
点
へ
の
市
の
対
応
は
。

答
政
策
部
長

い
か
に
魅
力
的
に
見
せ
る
か
は

重
要
で
あ
り
、
成
功
し
て
い
る
自

治
体
の
事
例
を
参
考
に
し
、
対
応

が
可
能
な
部
分
は
対
応
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
中
間

事
業
者
任
せ
に
せ
ず
、
市
と
し
て

も
新
規
返
礼
品
開
発
や
拡
充
に
つ

い
て
提
案
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ふるさと納税を通じた市税 
流出の抑制と地域資源を 

活かした戦略的運用について

髙取 誠隆 議員

直
近
3
年
間
の
推
移
を
見
る
と
、
寄
附
件
数
・
寄

附
金
額
と
も
に
毎
年
お
お
む
ね
1
，0
0
0
件
、

1
，0
0
0
万
円
ず
つ
減
少
し
て
い
ま
す

答
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
額
お
よ

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
額
お
よ

び
寄
附
件
数
の
直
近
の
推
移
は
ど

び
寄
附
件
数
の
直
近
の
推
移
は
ど

う
か
う
か

問
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問
造
成
費
の
試
算
は
い
つ
の
時
点

で
行
わ
れ
た
も
の
か
。

答
商
工
観
光
部
長

本
年
1
月
末
に
県
が
当
該
事
業

の
採
択
候
補
地
3
か
所
を
公
表
さ

れ
ま
し
た
際
に
県
か
ら
報
告
を
受

け
た
も
の
で
す
。

問
湿
地
帯
で
あ
る
こ
と
が
造
成
費

の
増
額
に
つ
な
が
る
可
能
性
は
あ

る
か
。

答
商
工
観
光
部
長

現
在
、
県
に
お
い
て
基
本
計
画

が
策
定
中
で
あ
り
ま
す
こ
と
や
、

来
年
度
以
降
に
現
地
で
測
量
や
土

質
調
査
等
の
各
種
調
査
が
な
さ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

か
ら
、
調
査
結
果
や
そ
の
後
の
事

業
進
捗
に
よ
り
、
造
成
費
の
変
動

は
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
で
こ
の

事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
商
工
観
光
部
長

市
内
へ
の
企
業
立
地
を
進
め
る

こ
と
は
、
産
業
振
興
、
地
域
経
済

へ
の
波
及
な
ら
び
に
雇
用
創
出
や

市
民
生
活
の
安
定
を
図
る
上
で
、

市
政
の
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
事
業
を
県

に
も
大
き
な
負
担
を
頂
き
な
が
ら
、

連
携
し
て
進
め
る
と
い
う
事
は
大

き
な
機
会
で
あ
る
と
捉
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
リ
ス
ク
を
低
減
で
き

る
よ
う
に
県
と
共
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
土
地
取
得
に
関
し
て
地
権
者
の

進
捗
状
況
は
。

答
商
工
観
光
部
長

当
該
地
は
1
2
0
名
を
超
え
る

地
権
者
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

が
、
現
在
居
所
不
明
な
方
は
あ
と

2
名
と
い
う
と

こ
ろ
で
、
関
係

機
関
等
に
所
在

を
照
会
し
調
査

を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

問
居
所
が
不
明
な
地
権
者
の
所
在

が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
市
と
し
て

ど
う
対
処
さ
れ
る
の
か
。

答
商
工
観
光
部
長

今
後
ど
う
し
て
も
居
所
が
不
明

な
場
合
は
、
弁
護
士
の
方
へ
の
相

談
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
裁
判
所

に
対
し
て
管
理
人
の
選
任
を
申
し

立
て
る
な
ど
の
手
続
き
が
必
要
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
開
発
行
為
を
伴
う
企
業
誘
致
の

際
の
環
境
配
慮
に
つ
い
て
。

答
商
工
観
光
部
長

当
該
地
の
生
物
環
境
に
つ
い
て

一
定
の
把
握
が
必
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
基
本
計
画
策

定
後
の
各
種
調
査
の
中
で
、
当
該

地
の
生
物
環
境
の
現
状
把
握
や
開

発
の
方
向
性
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
、

県
と
も
適
宜
協
議
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

・�

透
明
性
の
あ
る
市
政
運
営
と
納
得

い
く
市
民
説
明
と
政
策
決
定
を

そ
の
他
の
質
問

開発予定地

マキノ西浜産業用地
開発について

松木 純子 議員

調
査
結
果
や
そ
の
後
の
事
業
進
捗
に
よ
り
、
造

成
費
の
変
動
は
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す

答
湿
地
帯
で
あ
る
こ
と
が
造
成
費
の

湿
地
帯
で
あ
る
こ
と
が
造
成
費
の

増
額
に
つ
な
が
る
可
能
性
は
あ
る
か

増
額
に
つ
な
が
る
可
能
性
は
あ
る
か

問
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社
会
教
育
を
ま
ち
づ
く
り
に
活

か
す
こ
と
は
、
地
域
の
人
々
が
学

び
を
通
じ
て
主
体
性
や
協
働
の
力

を
育
む
こ
と
に
つ
な
が
り
、
多
様

な
住
民
が
課
題
解
決
に
向
け
て
行

動
す
る
土
台
が
生
ま
れ
る
た
め
、

強
い
地
域
づ
く
り
の
鍵
と
な
る
。

問
高
校
生
や
若
者
が
地
域
で
活
躍

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
か
。

答
教
育
総
務
部
長

高
校
生
が
地
域
と
関
わ
る
環
境

が
十
分
に
整
っ
て
い
な
い
こ
と
が
課

題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
若
い
世
代
が

少
し
ず
つ
で
も
地
域
と
つ
な
が
り
を

持
つ
た
め
の
機
会
づ
く
り
が
必
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
高
校
生
が
自
分
の
得
意
を
活
か

し
て
地
域
で
活
躍
す
る
場
を
創
出

し
て
は
ど
う
か
。

答
教
育
総
務
部
長

高
校
生
に
と
っ
て
図
書
館
が
気

軽
に
集
え
る
空
間
と
な
る
よ
う
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ

う
し
た
取
組
を
入
口
に
、
高
校
生

と
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
段
階
的

に
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

問
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
空
間
づ

く
り
を
目
指
す
の
か
。

答
教
育
総
務
部
長

図
書
館
を
「
高
校
生
に
と
っ
て
の

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
と
位
置
づ
け
、

学
べ
る
環
境
の
確
保
に
加
え
、
部

活
動
の
発
表
の
場
、
レ
イ
ア
ウ
ト

の
工
夫
な
ど
、
利
用
の
し
や
す
さ

に
配
慮
し
た
空
間
づ
く
り
や
仕
掛

け
の
検
討
、
さ
ら
に
地
域
活
動
へ

の
参
加
に
つ
い
て
市
長
部
局
が
こ

の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
活
用
で
き

る
よ
う
、
連
携
の
方
法
等
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
こ
ど
も
～
高
校
生
～
若
者
と
つ

づ
く
社
会
教
育
モ
デ
ル
の
構
築

に
は
、
教
育
委
員
会
と
市
長
部
局

と
の
連
携
が
重
要
と
考
え
る
が
見

解
は
。

答
教
育
総
務
部
長

高
校
生
や
若
者
が
地
域
と
つ
な

が
る
き
っ
か
け
づ
く
り
の
場
を
、

市
長
部
局
と
も
情
報
共
有
を
図
り

な
が
ら
、
段
階
的
に
広
げ
て
い
く

こ
と
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
社
会
教
育
を
ま
ち
づ
く
り
の
柱

に
位
置
づ
け
て
、
全
庁
横
断
的
に

進
め
る
た
め
の
体
制
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

答
市
長

社
会
教
育
は
す
べ
て
の
世
代
に

と
っ
て
重
要
で
あ
り
、
地
域
の
活

性
化
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
考
え
ま
す
。

官
民
問
わ
ず
様
々
な
取
組
み

に
お
い
て
、
高
校
生
や
若
者
と
の

関
わ
り
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
望

ま
し
く
、
行
政
と
し
て
ど
の
よ
う

な
仕
組
み
づ
く
り
が
で
き
る
の
か

議
論
を
重
ね
、
あ
わ
せ
て
、
市
内

の
高
校
の
運
営
主
体
で
あ
る
県
と

し
っ
か
り
と
連
携
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
ま
す
。

社会教育を核とした
若者参画・定着の

まちづくりについて

是永　宙 議員

官
民
を
問
わ
ず
、
高
校
生
や
若
者
と
の
関
わ
り

を
高
め
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
議

論
を
重
ね
ま
す

答
社
会
教
育
を
ま
ち
づ
く
り
の
柱
に

社
会
教
育
を
ま
ち
づ
く
り
の
柱
に

位
置
づ
け
て
、
全
庁
横
断
的
な
体

位
置
づ
け
て
、
全
庁
横
断
的
な
体

制
を
検
討
し
て
は
ど
う
か

制
を
検
討
し
て
は
ど
う
か

問

17 高島市議会だより 2026. 第102号

代 表 質 問一 般 質 問



議第 75 号 工事請負変更契約の締結につき議第 75 号 工事請負変更契約の締結につき
議決を求めることについてに対する附帯決議議決を求めることについてに対する附帯決議

本議案は、法令等の規定に基づき、本来であれば工事費の増額が地方自治法第 96条第 1項第 5号
および高島市議会の議決に付すべき契約および財産の取得または処分に関する条例第 2条の規定に定
める議決要件に該当することが判明した時点から遅滞なく議会の議決を経るべき事案である。しかし
ながら、執行機関は所定の手続きを怠り、議決を得ないまま追加工事等を施工・完了させ、事後になっ
て本議会に提案を行った。
このことは、地方自治法第 96条および高島市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に
関する条例に対して極めて不適切な事務処理である。同時に議会の監視機能を軽視する行為として断
じて容認できるものではない。
よって、本議会は、工事関係者や市民生活への影響を回避するため、諸般の事情を熟慮の上で本案
を可決するものである。今後このような事態が二度と繰り返されないよう、執行機関に対し下記事項の
履行を強く求めるものである。

記
１．法令遵守の徹底
　�今回の極めて不適切な事務処理に至った原因を徹底的に検証し、全庁的な法令遵守意識の向上と
再発防止体制の確立を図ること。特に、契約変更が必要となった時点での速やかな議会への報告・
協議および適切な法的手続きを徹底すること。

２．責任の所在の明確化
　�本件に関わる意思決定過程を明らかにし、市長・教育長をはじめとする関係職員の責任の所在を
明確にするとともに、厳正な対処を行うこと。

３．チェック体制の強化
　�工事担当課任せにすることなく契約担当部署や財政担当部署が各々の職責を果たし、工事変更に
伴う法的手続きの要否を二重三重にチェックする体制を構築すること。

４．議会への報告
　上記に関する再発防止策等について、速やかに本市議会へ報告すること。

以上、決議する。
令和 7年 12月 23日

高島市議会

※�附帯決議とは…議会の議決に当たって付け加えられる議会としての意見または要望など、議会の意思を表すもの。

12月23日の本会議において、議第 75号および議第 92 号に対する附帯決議案が提出され、
いずれも原案のとおり可決されました。

議第92号 「令和7年度高島市一般会計補正予算（第6号）」に対する附帯決議議第92号 「令和7年度高島市一般会計補正予算（第6号）」に対する附帯決議
　本議案は、高島市新環境センターの造成工事に係る新ごみ処理施設整備事業の予算が含まれており、
このことについては住民合意が大変重要である旨、先般の一般質問において市長の発言があった。
　本来であれば、本予算案が上程される前に関係自治会に対し十分な説明がなされ、住民合意の見込
みがある程度明白になっている状態での議案上程となるべきところ、本日の会議時点において、少なく
とも一部自治会で当該工事及び関連事業に関する合意が得られていない。
　このことから、本事業全体の実現可能性を鑑みた時に、本造成工事に係る事業についても当然住民
合意は必須であると解することが相当であることから、実現可能性のある方法を改めて広く考えるとと
もに、それも含めた住民説明をし、合意に向けた取り組みを急務とすべきであると考えられる。
　よって、予算執行にさしあたり、住民合意が得られる取り組みを具体的に考え、速やかに合意に向
けて説明を尽くすことを強く求める。

　以上、決議する。

　
令和 7年 12月 23日

高島市議会
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日本政府は、核兵器禁止条約締約国会議にオブザーバー参加することを求める意見書日本政府は、核兵器禁止条約締約国会議にオブザーバー参加することを求める意見書

再審法（刑事訴訟法の再審規定）の改正を求める意見書再審法（刑事訴訟法の再審規定）の改正を求める意見書

広島と長崎にアメリカの原子爆弾が投下されてから、今年で80年になる。2017年7月7日、歴史的な核兵器禁止条約
が採択された。同年9月20日には同条約への調印・批准・参加が開始され、2025年9月時点で95ヵ国が署名し、74ヵ国が
批准した。核兵器禁止条約は、核兵器について人類に破滅的な結末をもたらす非人道的な兵器であり、国連憲章、国
際法、国際人道法、国際人権法に反するものであると断罪した。条約は、核兵器に関わるあらゆる活動を禁止している。
核兵器禁止条約は、被爆者と共に私たち日本国民が長年にわたり熱望してきた、核兵器完全廃絶につながる画期的な
ものである。この条約の規範力を強化し、核兵器の使用を防ぐことが強く求められている。2024年12月10日、日本原水爆
被害者団体協議会がノーベル平和賞を受賞した。被爆者の皆さんが自らの体験・証言を通して、核兵器の使用をタブー
とする世界的な規範の成立に貢献したとノーベル委員会はたたえている。今年は、被爆80年の節目の年である。今こそ、
広島・長崎の原爆被害を体験した日本の政府は核兵器の使用を許さず、核兵器を全面的に禁止させるために、世界の
模範とならなければならない。核兵器のない世界を強く望む国内外の広範な世論に応えるため、核兵器の非人道性を知
る唯一の戦争被爆国として、下記の事項が実現されるよう、平和都市宣言をしている高島市から意見書を提出する。

記

日本政府は、核兵器禁止条約締約国会議にオブザーバー参加すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

　令和7年12月23日
滋賀県高島市議会議長　河越 安実治　

以上の内容を可決し、地方自治法第99条の規定により、内閣総理大臣、衆議院議長、参議院議長、
外務大臣あてに提出しました。

えん罪は、犯人とされた者やその家族に人生を大きく狂わせ、時にはその生命をも奪いかねない国家による最大の人
権侵害です。冤罪の発生を防ぐとともに、不幸にしてえん罪が発生した場合、これを速やかに救済されなければなりませ
ん。これまで、死刑事件では4件の無罪判決が確定し、死刑事件以外でも再審により無罪判決が確定する事件が相次
ぐなど、冤罪や再審をめぐる国民の関心も高まっています。しかし、再審無罪判決が確定するまでに何十年もの時間が
費やされています。福井女子中学生殺人事件（1986年福井県）は20年、布川事件（1976年茨城県）は44年、袴田事件
（1967年静岡県）では57年もかかっています。無辜の救済のためになぜこのような長い年月を必要とするのか。人生の
大半をかけて無実を訴えても、冤罪を晴らすことができないまま無念の死を遂げる者も少なくありません。日本国憲法は無
実の者が誤って処罰されないように、刑事手続きにおける基本的人権の保障と公正な裁判を実現するよう詳細な規定
を設けています。しかし、再審の手続きについて定める刑事訴訟法「第四編再審」（再審法）は、戦後の改正から取り残
され、わずか19か条の規定しかなく、具体性に欠け、個々の裁判所の解釈、運用にゆだねられていることから、裁判所ご
とに審理の進行や結論に差異がでる「再審格差」と言われる問題が生じています。冤罪被害者の速やかな救済のた
めにも、捜査段階で集めた証拠の開示が必要です。有罪に有利か不利かを問わず、裁判所や弁護団の開示請求に
応じ真相解明に役立てるべきです。そのことは冤罪を生まないことにも繋がります。また、ひとたび再審開始が決定されて
も、検察官がその決定に対する不服申し立て（上訴）をすることにより、速やかに再審公判手続きに移行できず、裁判を
長引かせ当事者と家族を苦しめ続ける実情があります。えん罪被害者の名誉と尊厳を回復し、間違った有罪判決を速
やかに是正するために「再審法（刑事訴訟法の再審規定）」の改正を速やかに行うよう強く求めます。

記

1　再審における検察手持ち証拠の全面開示を制度化すること。
2　「再審法（刑事訴訟法の再審規定）」の整備を図ること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

　令和7年12月23日
滋賀県高島市議会議長　河越 安実治　

以上の内容を可決し、地方自治法第99条の規定により、内閣総理大臣、衆議院議長、参議院議長、総
務大臣、法務大臣あてに提出しました。
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令和 7 年 12 月定例会 議案審議結果一覧令和 7 年 12 月定例会 議案審議結果一覧（全員賛成分）（全員賛成分）
案　　件　　名 結果

議
　
決

議第74号 専決処分につき承認を求めることについて（損害賠償額の決定および和解について） 承認

議第76号
工事請負変更契約の締結につき議決を求めることについて（高島市次期防災行政無線システム整備工事）

原案可決令和5年8月30日に議決を経て契約を締結した高島市次期防災行政無線システム整備工事について、工事内容の
変更により契約金額に変更が生じたため、地方自治法第96条第1項第5号および高島市議会の議決に付すべき契
約および財産の取得または処分に関する条例第2条の規定に基づき、議決を求めるもの。

議第77号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（弘川会館）

原案可決「弘川区」を弘川会館の指定管理者に指定することについて、議会の議決を求めるもの。
（非公募方式・指定期間：令和8年4月1日から5年間）

議第78号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（高島市新旭森林スポーツ公園）

原案可決「一般社団法人いまづジョイナスクラブ」を高島市新旭森林スポーツ公園の指定管理者に指定することについて、
議会の議決を求めるもの。（公募方式・指定期間：令和8年4月1日から5年間）

議第79号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（高島市畑の棚田ふれあい交流施設）

原案可決「畑区」を高島市畑の棚田ふれあい交流施設の指定管理者に指定することについて、議会の議決を求めるもの。
（非公募方式・指定期間：令和8年4月1日から5年間）

議第80号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（たいさんじ風花の丘）

原案可決「特定非営利活動法人結びめ」をたいさんじ風花の丘の指定管理者に指定することについて、議会の議決を求め
るもの。（公募方式・指定期間：令和8年4月1日から5年間）

議第81号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（高島市森林公園くつきの森）

原案可決「特定非営利活動法人麻生里山センター」を高島市森林公園くつきの森の指定管理者に指定することについて、
議会の議決を求めるもの。（公募方式・指定期間：令和8年4月1日から5年間）

議第82号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（高島市道の駅施設「藤樹の里あどがわ」）

原案可決「一般財団法人高島まちおこし公社」を高島市道の駅施設「藤樹の里あどがわ」の指定管理者に指定することにつ
いて、議会の議決を求めるもの。（公募方式・指定期間：令和8年4月1日から5年間）

条

例

議第83号
高島市火災予防条例の一部を改正する条例案

原案可決消防庁の大船渡市林野火災を踏まえた消防防災対策のあり方に関する検討会の報告を踏まえ、林野火災注意報や林
野火災警報の的確な発令等によって林野火災予防の実効性を高めるための規定を追加する等、所要の改正を行うもの。

議第85号 高島市特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例案 原案可決

議第86号
高島市乳児等通園支援事業の設備および運営に関する基準を定める条例案

原案可決子ども・子育て支援法等の一部改正により乳児等通園支援事業が創設され、令和8年度から実施することに伴い、
児童福祉法第34条の16第1項の規定に基づき、乳児等通園支援事業の認可基準となる設備および運営に関する
基準を定めるもの。

議第87号
高島市火入れに関する条例の一部を改正する条例案

原案可決市が許可した森林または森林周囲の土地における火入れについて、林野火災等の予防上注意を要するときには
火入れの中止を行う等、所要の改正を行うもの。

議第88号 高島市勤労者余暇利用施設の設置および管理に関する条例を廃止する条例案 原案可決高島市勤労者余暇利用施設について、施設の老朽化等により用途廃止することに伴い、条例を廃止するもの。
議第89号 高島市下水道条例の一部を改正する条例案 原案可決

議第90号
高島市水道事業給水条例の一部を改正する条例案

原案可決令和6年1月発生の能登半島地震において、多くの家屋で給水装置が破損したことや、給水装置工事事業者自身も被
災したことにより、給水装置の復旧が遅れることとなったことを踏まえ、災害その他非常の場合において、他の市
町村長等または他の市町村長等が指定した者が給水装置の工事を行うことができるよう、所要の改正を行うもの。

議第91号
高島市農林水産物処理加工施設の設置および管理に関する条例を廃止する条例案

原案可決農林水産物処理加工施設について、休止している当該施設に係る「補助金等に係る予算の執行の適正化に関する
法律」における処分が可能となったことから、今後多角的な施設利用を行うため、本年度末をもって用途廃止す
ることに伴い、条例を廃止するもの。

議第99号 高島市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例案 原案可決令和7年8月の人事院勧告を踏まえ、市議会議員の期末手当支給月数の改定を行うもの。

議第100号 高島市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例案 原案可決令和7年8月の人事院勧告を踏まえ、特別職職員の期末手当支給月数の改定を行うもの。

議第101号
高島市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案

原案可決令和7年8月の人事院勧告を踏まえ、市職員の給料月額、期末手当、勤勉手当、初任給調整手当、通勤手当および宿
日直手当の改定を行うもの。令和7年8月の人事院勧告を踏まえ、特別職職員の期末手当支給月数の改定を行うもの。

予
算
案
件

議第93号 令和7年度高島市国民健康保険特別会計補正予算（第2号）案 原案可決
議第94号 令和7年度高島市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第2号）案 原案可決
議第95号 令和7年度高島市介護保険事業特別会計補正予算（第1号）案 原案可決
議第96号 令和7年度高島市水道事業会計補正予算（第1号）案 原案可決
議第97号 令和7年度高島市下水道事業会計補正予算（第1号）案 原案可決
議第98号 令和7年度高島市病院事業会計補正予算（第3号）案 原案可決
議第102号 令和7年度高島市一般会計補正予算（第7号）案 原案可決
議第103号 令和7年度高島市国民健康保険特別会計補正予算（第3号）案 原案可決
議第104号 令和7年度高島市介護保険事業特別会計補正予算（第2号）案 原案可決
議第105号 令和7年度高島市水道事業会計補正予算（第2号）案 原案可決
議第106号 令和7年度高島市下水道事業会計補正予算（第2号）案 原案可決

請 願 請願第5号 国に対し、「刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書」の提出を求める請願書 採択
意見書 意見書第3号 再審法（刑事訴訟法の再審規定）の改正を求める意見書案 原案可決
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シールアンケートを行いましたシールアンケートを行いました
高島市議会では、市民に分かりやすく開かれた

議会づくりを推進するために、市民の皆さまのご
意見を直接お聴かせいただく場を設けています。
今年度は 7月に、県立高島高等学校の生徒さ

んを対象に「議会報告会」をさせていただきまし
たが、議会広報広聴委員会としましては、幅広い
年齢層を対象に意見を聞かせていただく場も必要
と考え、簡単な質問に答えていただく「シールア
ンケート」を11月8日と24日の2日間行いました。
8日はプラント高島店様にご協力いただき、店

舗入口付近で行い、52人の方にご回答をいただ
きました。また、24日は「たかしま市民活動フェ
スタ」にお邪魔させていただき、54 人の方にご
回答をいただきました。アンケート結果は下記の�

とおりです。両日とも1時間
の実施でありましたが、予
想よりも多くの方にご回答
いただくことができました。
アンケートにご協力いただ
きました皆さま、ありがとうございました。
今回は初めての試みで、議会の広報広聴に関

する簡単な質問内容となりましたが、今後は市政
や議会運営に反映することができる内容につい
て、広く市民の皆さまの意見が集約できるような
場をもてるよう、今後、議会報告会のあり方等に
ついて検討してまいります。

議会広報広聴委員会 委員長　磯部 亜希

令和 7 年 12 月定例会 審議結果一覧令和 7 年 12 月定例会 審議結果一覧（賛否が分かれた案件）（賛否が分かれた案件）
○…賛成　●…反対　－…議長職務 	 【会派の名称】共産党→日本共産党高島市議団　公明会→高島公明会　

会　　　　　派　　　　　名 市民クラブ
すばる 共産党 真志会

公
明
会

無所属

案　　　件 結 果
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廣
部
真
造

吉
里
浩
恵

吉
見
　
大

髙
取
誠
隆

河
越
安
実
治

議第75号
工事請負変更契約の締結につき議決
を求めることについて（安曇川中学校
長寿命化改良建築工事（Ⅰ期工事））
令和7年度高島市一般会計予算案

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退
席

退
席 ● ● ● ○ ○ ○ ○ －

議第84号 公の施設の使用料の改正に伴う関係
条例の整備等に関する条例案 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● ○ ● －

議第92号 令和7年度高島市一般会計補正予算
（第6号）案 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

請願第4号
「日本政府に核兵器禁止条約の参加・
署名・批准を求める意見書」の提出を
求める請願

不採択 ● ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● －

意見書第4号
日本政府は、核兵器禁止条約締約国
会議にオブザーバー参加することを
求める意見書案

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ● ● ● －

決議第1号
議第75号工事請負変更契約の締結に
つき議決を求めることについてに対
する附帯決議案

原案可決 ● ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

決議第2号 議第92号「令和7年度高島市一般会計補
正予算（第6号）」に対する附帯決議案 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● －

※河越 安実治 議員は、議長のため採決に加わらない。

11/8日実施分
1回目

議会だよりについてQ1

11/24日実施分
2回目

54%54%

59%59%

21%21%

22%22%

25%25%

19%19%

よく読む 時々読む 読んだことがない

11/8日実施分
1回目

議会傍聴について
（ネット視聴含む）

Q2

11/24日実施分
2回目

19%19%

25%25%

79%79%

69%69%

2%2%

6%6%

よく傍聴する 時々傍聴する 傍聴したことがない

11/8日実施分
1回目

高島市議会の
ホームページについて

Q3

11/24日実施分
2回目

19%19%

17%17%

39%39%

32%32%

42%42%

51%51%

よく観る 時々観る 観たことがない
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本会議・予算常任委員会の
模様をインターネットでライブ
配信（生中継）・録画配信して
います。スマートフォン・タブレッ
ト端末からもご覧いただけま
す。　高島市議会のホームペー
ジからアクセスできますので、
ぜひ一度、議会の様子をご覧
ください。

高島市議会

本会議・常任委員会は、原則
一般公開しています。ぜひ、お
気軽に傍聴にお越しください。

イインンタターネーネッットト中中継継をを
ご覧いただけますご覧いただけます！！

議会の

ミテミテ市議会

キテキテ市議会

今年もよろしくお願いします
　市議会議員の改選で新しいメンバーになってから、約
1 年が経ちました。今期からは定数削減で 16 名の構成と
なりましたが、それぞれが市の課題に取り組んできました。
その区切りに議員全員の顔写真を表紙に取り入れました。
市民のみなさまにとってより良い高島市となるよう、これ
からも市政に向き合ってまいりますので、どうぞよろしくお
願いいたします。
　今年もみなさまにとって良き 1 年となりますようご祈念
申し上げます。

 （議会広報広聴委員会　磯部 亜希・髙取 誠隆）

議会だよりに関するご意見・ご感想をお待ちしております。（議会事務局：25－8140）今回の表紙写真

令和8年  3月定例会
2
月 24日 火 10:00 【本会議】3月定例会開会

3
月

5日 木 10:00 【本会議】一般質問（代表）

9日 月
10:00 【本会議】一般質問（個人）

10日 火

11日 水 10:00 総務常任委員会

12日 木 10:00 文教福祉常任委員会

13日 金 10:00 産業建設常任委員会

16日 月

10:00 予算常任委員会17日 火

18日 水

25日 水 10:00 【本会議】3月定例会最終日

上記日程は、変更する場合があります。
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迎
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と
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ま
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、
11
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会
の
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、
市
民
の
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集
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「
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高
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「
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ま
市
民
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フ
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会
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民
の
皆
様
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、
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会
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近
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こ
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か
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も
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民
の

皆
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と
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考
え
、
よ
り
良
い
議
会

だ
よ
り
に
し
て
ま
い
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ま
す
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